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N ⑥市民憲章
わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史に12

ぐくまれた我孫子の市民です。
ら理t淫底淵駒敵化都市をめざすi渥皇L餐躍

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民悪草を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしまZ
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしま了
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまT
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

は
誇
』
い
す

一

｜
近
年
の
国
際
化
、
傭
報
化
、

サ
ー
ビ
ス
化
の
進
展
、
ざ
ら
に

は
高
齢
化
社
会
の
到
来
な
ど
、

梢
識
者
を
取
り
巻
く
社
会
・
経

一
済
情
勢
も
大
き
く
変
化
し
、
消

一
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も

一
複
雑
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
従
来
行
っ
て

一
き
た
消
費
生
活
相
談
（
市
役
所

一
西
別
館
３
階
市
民
相
談
室
）
を
、

一
５
月
１
日
（
水
）
か
ら
名
称
も
新

た
に
「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

（
下
図
参
照
）
と
し
て
、
業
務

を
開
始
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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第
仰
回

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設

、／

一
一

利
用
く
だ
さ

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
訪
問
販
売

（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）
や
悪
質

商
法
な
ど
で
お
悩
み
の
方
の
た
め

に
、
専
門
の
相
談
員
が
、
迅
速
か

つ
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
、
消

費
者
へ
の
被
害
の
拡
大
や
未
然
防

止
等
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

〃
困
っ
た
、
こ
こ
が
知
り
た
い
〃

な
ど
、
ど
ん
な
小
ざ
な
こ
と
で
も

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
、

親
切
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
き
い
・

主
な
業
務
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
苦
悩
相
談
の
処
理
お
よ
び
被
害

識
鰯
瀧
懸
鐡
灘
簿
繍
膳

青
葉
い
っ
ぱ
い
の
季
節
。
今
年
も
恒
例
の
〃
福
祉
ま
つ

り
″
を
開
催
し
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
も
高
齢
の
人
も
、

大
人
も
子
ど
も
も
、
み
ん
な
で
一
緒
に
自
然
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、

ご
家
族
、
友
だ
ち
同
士
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
参
加
は

無
料
で
す
。
Ⅱ
社
会
福
祉
協
議
会
壷
（
別
）
１
５
３
９
Ⅱ

＊

単
車
＊
車

▼消震生活センター案内図 の
未
然
防
止
や
潜
在
苦
情
者
へ
の

災
斉

０
ｍ
叩
如
●
ｑ
ソ
３
０

②
消
識
生
活
に
関
す
る
広
報
誌
の

発
行
や
怖
報
の
提
供
な
ど
、
梢
識

者
に
対
す
る
啓
発

＃
＃
＄
紫
＃
＃
＃
＃
＃

い’
~

単
＃
ま
襲
舎
や
ま
＊
＃
ま
＊

犀葺
－一

<障害者と一緒に楽しめる催しがいっぱい＞

＃
＃③

自
立
で
き
る
贋
い
消
費
者
の

育
成

▼
開
設
日
５
月
１
日
〈
水
）
か

ら
毎
週
月
畷
か
ら
金
蝿
日
の
午

前
加
時
か
ら
午
後
３
時
（
た
だ
－

し
、
国
民
の
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

▼
蜜
用
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
消
讃
生
活
セ
｜

ン
タ
ー
壷
（
郡
）
０
９
９
９

鏑
”
回
「
福
祉
ま
つ
り
」
を
、

５
月
四
日
（
日
）
、
手
錠
沼
公
園
多

目
的
広
場
で
開
催
し
ま
す
。

「
み
ん
な
で
つ
く
る
街
、
共
に

生
き
る
街
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民

の
皆
ざ
ん
が
気
軽
に
参
加
し
、
障

害
者
の
人
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
め

る
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

市
内
の
福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会
、
手
話
サ
ー
ク
ル
を
は

じ
め
、
特
別
養
謹
老
人
ホ
ー
ム

「
久
遠
苑
・
和
楽
園
」
、
菱
謹
学

校
、
消
蛮
者
の
会
な
ど
、
約
釦
団

体
が
模
擬
店
や
即
売
会
を
用
意
。

ま
た
今
回
は
、
お
も
ち
ゃ
病
院

ﾘ趣

1

I

一
腰
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
実
際
に
歩

一

一
く
こ
と
の
難
し
さ
を
体
験

や
ミ
ニ
運
動
会
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か

種
た
ち
の
記
憶
に
新
し
い
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
崩
壊
し
た
建
物
の

が
れ
き
の
展
示
お
よ
び
体
験
発
表

な
ど
も
企
画
し
ま
し
た
。

福
祉
ま
つ
り
を
通
し
て
、
皆
ざ

ん
、
多
く
の
人
た
ち
と
〃
交
流
〃

を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

采
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
（
受
付

：
・
午
前
９
時
釦
分
、
小
雨
決
行
）

▼
チ
ー
ム
編
成
１
チ
ー
ム
３
名

か
ら
５
名

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し

我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
体

育
課
云
（
顕
）
１
１
５
１
へ

争
和
太
鼓
湖
北
台
河
童
太
鼓
ほ

か糸
バ
ン
ド
演
奏
リ
ズ
ム
に
の
っ

④
⑧
②
⑱

＃
＊
繁
繁
＃
単
＄

帝
網
鞠
杢

塞
》

*
＃
＃
＃
＃

て
ジ
ャ
ン
プ

季
お
も
ち
ゃ
病
院
壊
れ
た
お
も

ち
ゃ
を
〃
元
気
〃
に
な
お
し
ま
す

恭
ミ
一
一
運
動
会
み
ん
な
で
楽
し

く
体
を
動
か
そ
う

品
琴
・
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
美
し

い
音
色
を
お
聞
き
く
だ
き
い
・

＊
琴
：
湯
川
久
美
子
、
＊
フ
ル
ー

ト
…
湯
川
和
雄

半
が
れ
き
の
展
示
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
壊
れ
た
建
物
の
が
れ
き

の
展
示
お
よ
び
体
験
談
発
表

品
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

品
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

糸
針
金
の
お
も
ち
ゃ
作
り

季
そ
の
他
目
の
不
自
由
な
人
や

車
椅
子
利
用
の
人
へ
の
介
謹
を
体

験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
福
祉
協
議

会
垂
（
錘
）
１
５
３
９

’６
月
晦
日
（
土
）
の
県
民
の
日

を
記
念
し
て
、
平
成
８
年
度

「
県
民
の
日
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
応
弊

く
だ
き
い
・

▼
日
時
６
月
妬
日
（
日
）
開
演

・
・
・
午
後
２
時

▼
場
所
柏
市
民
文
化
会
館

平
成
Ｂ
年
度
「
県
民
の
日
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す

＃
単
＃
＃
＃
や弗坐謡 #鶚＃

▼
出
演
指
揮
：
由
久
保
裕
一
、

管
弦
楽
…
千
葉
県
交
響
楽
団
（
我

孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
Ｉ
管

弦
楽
団
・
柏
交
響
楽
団
中
心
の
合

同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

▼
曲
目
チ
ヤ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

「
交
響
曲
第
４
番
」
ほ
か

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

〃
よ
み
が
え
る
手
賀
沼
さ
わ

や
か
に
走
ろ
う
〃
を
テ
ー
マ
に

第
２
回
「
手
筑
沼
マ
ラ
ソ
ン
死
」

が
、
ｍ
月
”
日
（
日
）
に
開
催
き

れ
ま
す
。

昨
年
は
、
地
域
住
民
の
皆
ぎ

ん
の
ご
理
解
、
我
孫
子
警
察
署

の
ご
協
力
な
ど
、
市
を
あ
げ
て

の
応
援
を
い
た
だ
き
、
大
成
功

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

同
マ
ラ
ソ
ン
は
、
〃
手
蜘
沼

の
浄
化
〃
を
願
咬
街
に
活
性

を
呼
び
起
こ
し
、
健
康
増
進
を

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

第2回手賀沼ﾏﾗｿコ'BBIさ

1回月27BIBIIご実施しきヨ
、

目
的
と
し
て
行
わ
れ
蕊
１
回

は
、
全
国
か
ら
約
３
４
０
０
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
手
蛍
沼
湖
畔
を

走
り
、
た
い
へ
ん
な
擬
り
あ
が

り
を
見
せ
ま
し
た
．

今
年
は
、
ど
ん
な
〃
ド
ラ
マ
〃

が
待
ち
受
け
て
い
る
か
、
今
か

ら
皆
ざ
ん
の
雌
脚
ぶ
り
が
楽
し

み
で
す
。

当
日
は
、
コ
ー
ス
沿
道
や
周

辺
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、
交

通
規
制
等
で
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
尚
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
大
会
要
項
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
大
会
要
項
の
配
布
５
月
晦

日
（
水
）
か
ら

▼
申
し
込
み
受
け
付
け
６
月

型
日
（
月
）
か
ら
７
月
幻
日
（
水
）

▼
大
会
要
項
の
請
求
返
信
用

封
筒
（
即
円
切
手
貼
布
、
住
所
、

氏
名
を
明
記
）
を
同
封
し
、
〒

２
７
７
拍
市
柏
下
電
柏
市
民
体

育
館
内
「
手
災
沼
マ
ラ
ソ
ン
実

行
委
員
会
事
務
局
」
へ
郵
送

▼
問
い
合
わ
せ
手
災
沼
マ
ラ

ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局
壷

（
碗
）
８
３
４
５
ま
た
は
市
教
育

委
員
会
体
育
課
垂
（
妬
）
１
１
５

１峨
業
、
参
加
人
数
を
明
記
し
、

６
月
５
日
（
水
・
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
〒
２
６
０
千
葉

市
中
央
区
中
央
４
の
喝
の
率
千

葉
難
教
育
庁
生
涯
学
習
部
文
化

課
文
化
振
興
係
云
０
４
３
（
２

２
３
）
４
１
２
７
へ

※
た
だ
し
、
応
弊
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

’
一

下総基地の米軍機使用 絶 対反 対

場
所

手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場
（

た
だ
し
、
雨
天
の
場
合

は
中
央
公
民
館
に
変
更
－－一

日
時

５
月
相
日
（
日
）
午
前
細
時
か
ら
午
後
３
時
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

長
い
間
会
社
や
役
所
な
ど
に
勤
め

て
退
城
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
を
受
け
て
い
る
的
歳
ま
で
の
方

と
そ
の
扶
韮
家
族
は
、
「
退
城
者

医
療
制
度
」
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
加
入
で
き
る
方

◎
退
職
被
保
険
者
…
国
民
健
康
保

険
加
入
者
で
、
厚
生
年
金
や
各
種

共
済
組
合
な
ど
の
老
齢
（
退
職
）

年
金
ま
た
は
通
弊
老
齢
（
退
職
）

年
金
を
受
け
て
い
る
方
で
こ
れ

ら
の
被
用
者
年
金
加
入
期
間
が
加

年
以
上
、
も
し
く
は
如
歳
以
後
の

加
入
期
間
が
、
年
以
上
あ
る
方

◎
老
人
保
健
法
の
適
用
者
で
な
い

方◎
退
職
被
保
険
者
の
扶
鍾
家
族
・
・
．

国
民
健
康
保
険
〃
退
職
者
医
療

制
度
“
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か

画

退
城
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配

偶
者
丙
緑
も
含
む
）
お
よ
び
３

親
等
内
の
親
族
で
退
職
被
保
険

者
と
生
活
を
と
も
に
し
、
主
と
し

て
退
職
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
り

生
計
を
維
持
し
て
い
る
方

▼
給
付
内
容
医
療
機
関
の
窓
口

に
「
国
民
健
康
保
険
退
城
被
保
険

者
証
」
を
提
出
す
る
と
、
次
の
一

部
負
担
金
で
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
退
職
被
保
険
者
本
人
．
：
通
院
・

入
院
と
も
医
療
愛
の
２
割

②
退
職
被
保
険
者
の
扶
菱
家
族
。
、

通
院
は
医
療
饗
の
３
割
・
入
院
は

医
療
費
の
２
割

▼
加
入
届
け
出
加
入
査
格
住

年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら

適
用
と
な
り
ま
す
。
年
金
証
書
が

4

届
い
た
ら
皿
日
以
内
に
印
鑑
と
年

金
証
書
、
国
民
健
康
保
険
証
を
持

参
し
、
国
保
年
金
課
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
証
書
が
届
く

ま
で
に
診
療

を
受
け
た
と
き

退
城
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

査
格
の
あ
る
方
が
、
年
金
証
書
が

届
い
て
い
な
い
た
め
、
や
む
を
得

ず
一
般
の
被
保
険
者
証
（
３
割
負

墾
で
診
療
を
受
け
医
療
費
を
支

払
っ
た
場
合
は
、
申
請
す
る
と
退

城
被
保
険
者
の
一
部
負
担
金
（
２

割
負
担
）
と
の
差
額
が
、
特
例
療

養
謎
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
給

付
係
云
露
）
１
１
１
１

▲

市
民
プ
ラ
ザ

◎

ノ、

、 ／平成8．9年度市指定水道工事店ソ
コ
ン

／水道局では、平成8．9年度の市の指定水道工事店を指定しました。（下表参照)、

家を新築・増改築する場合の水道工事や申請手続き等は、市水道事業給水条例によ

り、指定水道工事店が行うことになっていますので、直接指定水道工事店へご連絡

ください。

また、漏水などの修繕工事については、臨時指定水道工事店へご連絡ください。

、惨問い合わせ水道局経営管理課丑(84)0111/

教

ｑ
臨
時
指
定
水
道
工
事
店

’
ぐ
指
定
水
道
工
事
店

1

＊
1

幻
■
頚
▼
日
時
５
月
あ
日
主
）

集
種
２
時
か
皇
日
亘

募
誘
ｍ
時
ま
で

暗
嫡
寧
許
瞬
雛

蛎
″
（
左
図
参
照
）

参
▼
霊
蟇
拳
生
以

ガ
下
の
子
ど
も
を
含
む
家
族

ヤ
季
参
加
蜜
１
人
３
０
０

キ
ー裳

霧
辮

勾
■
可
（
師
）
０
４
９
４
へ

親子キャンプ参加者募集

平
成
８
年
度
消
防

団
新
役
員
を
紹
介

の

(~蓼茄著鬘蘂~〕
△

画見 学設施
日時：5月29日(水)午後9時

30分から午後4時まで

れ
あ
い
広
場
」
集
合
（
時
間
厳

守
）
か
ら
午
後
４
時

▼
見
学
場
所
我
孫
子
駅
北
口

自
転
車
駐
車
場
、
市
民
プ
ラ
ザ
霊

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
市
民
体

育
館
、
湖
北
地
区
公
民
館
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
久
遠
苑
」

鳥
の
博
物
館
手
賀
沼
親
水
広

場
な
ど

▼
対
象
市
内
在
住
者

▼
定
員
謁
名
（
た
だ
し
、
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
参
加
壷
無
料
（
昼
食
は
各

市
で
は
、
我
孫
子
市
を
よ
く
自
で
持
参
）

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
施
設
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
バ
ス
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
３
名
ま
で
）

で
市
内
の
公
共
施
設
や
福
祉
施
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

設
を
見
学
し
、
手
黄
沼
の
船
上
年
齢
、
電
話
番
号
、
施
設
見
学

か
ら
の
視
察
も
あ
り
ま
す
。
会
参
加
希
望
を
明
記
し
、
５
月

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
、
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
我

▼
日
時
５
月
調
日
（
水
）
午
前
孫
子
１
８
５
８
広
報
広
聴
課
市

９
時
鋤
分
我
孫
子
駅
北
口
「
ふ
民
相
談
係
壷
（
理
１
１
１
１
へ

講座名

一太郎

（ワープロ）
■－

エクセル

(表計算）

初級編

中 級 編

ビジネス編

I

ウィンドウズ3.1

ウィンドウズ95

パソコン通信

※1単元は、90分間です。

※受講料は、いずれの講座もテキスト

代（パソコン通信誰座は、通信代も）

を含みます。

※パソコン通信講座は、パソコンでの

文字入力ができる方が対象です。

単元

8

８
４
８

1

2

4

受講料

20,000円

20,000円

15,000円

28,000円

2,300円

4,600円

12,300円
㈱
我
孫
子
水
道
〆
ン
テ
ナ
ン
ス

天
王
台
６
１
５
１
妬

（
魂
）
５
９
９
５

工
事
店
名

住

所

電
請

㈲
吉
田
設
備
工
業

中
峠
１
７
７
１

（
師
）
５
０
３
０

㈲
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ス
プ
ラ
イ
ト

天
王
台
６
１
９
１
３

（
縄
）
２
２
４
５

㈲
岡
田
設
備
工
業

江
蔵
地
７
１
２

（
胡
）
２
５
３
６

赤
塚
設
備
㈱

布
佐
２
３
６
８

（
的
）
１
０
２
８

丹
羽
工
業
㈱

布
佐
８
４
５
１
１

（
肥
）
７
２
７
２

天
王
台
設
備
工
業
㈱

柴
崎
台
２
１
６
１
班

（
別
）
２
５
６
７

㈲
岡
田
管
工

布
佐
２
３
６
４

（
的
）
２
４
５
５

㈲
渋
谷
総
合
設
備

我
孫
子
４
１
７
１
１

（
別
）
３
３
３
０

㈲
渋
谷
電
機
水
道
設
備

新
木
２
０
７
０
１
３

（
閉
）
９
１
３
１

㈲
成
島
設
備

布
佐
２
２
６
９

（
開
）
１
２
１
１

㈲
渡
辺
管
工
事

下
ヶ
戸
４
３
８
１
１

（
“
）
４
１
１
１

㈲
嶺
岸
設
備
工
業

寿
２
１
７
１
７

（
魂
）
３
９
４
０

㈲
中
野
設
備
工
業
所

湖
北
全
に］

1

1
3

1
1

（
肥
）
０
７
５
１

㈲
か
く
み
や
水
道
店

束
我
孫
子
２
１
認
１
Ｍ

（
魂
）
０
２
６
５

㈲
我
孫
子
設
備

本
町
３
１
６
１
１

（
魂
）
８
１
１
１

㈲
玉
田
電
機
水
道
工
業

白
山
１
１
喝
’
昭

（
魂
）
２
０
１
８

㈱
島
田
管
工

栄
的
１
１

（
塊
）
０
１
７
１

工
事
店
名

住

所

電
話

穂書

：【かむ子｡のびる子･元気な子】

料理コシワール

アｲデｱ献立を募集

幼
児
期
か
ら
の
規
則
正
し
い
食
の
献
立
（
朝
・
昼
・
夕
食
の
別
）

生
活
と
丈
夫
な
歯
で
ゆ
っ
く
り
か
を
記
入
し
へ
写
真
ま
た
は
イ
ラ

む
こ
と
へ
の
習
慣
づ
く
り
を
進
め
ス
ト
を
添
え
て
、
６
月
晦
日

る
た
め
の
、
ア
イ
デ
ア
献
立
作
品
王
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ふ
る
〒
２
６
３
干
葉
市
稲
毛
区
稲
毛

っ
て
ご
応
募
く
だ
き
い
。
５
の
６
１
６
の
１
フ
セ
ハ
イ
ツ

▼
募
集
資
格
県
内
在
住
、
在
勤
、
１
１
１
０
１
干
葉
県
歯
科
衛
生

在
学
者
士
会
へ
郵
送

▼
応
募
方
法
応
募
票
（
保
健
セ
▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

ン
タ
ー
に
用
意
）
に
１
人
１
食
分
ｌ
念
（
理
１
１
３
１

耐歴団M証亜

我孫子←

第
幻
〃
’

石
井
毅
都
廻
Ｉ
虹

（
鋤
）
２
７
３
４

第
加
〃

磯
岡
和
之
布
佐
２
７
４
２

（
的
）
４
１
４
２

第
四
〃

桜
井
信
博

前
新
田
的

（
鋤
）
２
０
８
４

第
昭
〃

野
口
忠
司

布
佐
８
２
６

（
的
）
２
８
２
５

第
Ⅳ
〃

商
田
幸
雄
新
木
１
８
３
９
１
２

（
配
）
６
７
９
６

第
略
〃

根
本
優
新
木
１
７
７
７

（
鯛
）
０
７
５
７

第
晦
〃

小
野
里
勝

鼎湖
台北
レ台

享’
ンI
ス13

11
99

（
師
）
１
５
２
７

第
皿
〃

戸
邊
輝
行

古
戸
５
９
２

（
鯛
）
０
５
７
７

第
週
〃

鈴
木
秀
幸
中
里
４
９
３
１
３

（
卵
）
８
９
５
６

第
遡
〃

根
本
幸
一

中
峠
２
９
８
１
１
２

（
鯛
）
１
２
５
１

第

11

〃

江
尻
幸
夫
中
峠
１
２
２
９
１
５

（
肥
）
２
２
０
６

第
加
〃

飯
田
正
人

布
施
２
３
８
３

（
鯛
）
４
３
３
２

第
９
〃

後
藤
和
一

久
寺
家
２
５
４

（
魂
）
１
６
８
８

第
８
〃

坂
本
忠
台
田
３
１
卿
１
９

（
鯛
）
１
１
８
３

第
７
〃

荒
井
康
郎
高
野
山
５
７
９

（
躯
）
０
８
５
５

第
６
〃

日
募
賊
二
郎

岡
発
戸
５
９
２

（
腿
）
６
５
９
４

第
５
〃

洞
毛
壮
夫

下
ヶ
戸
２
７
０

（
躯
）
１
８
９
６

壗

4

〃

中
村
議
一

背
山
９
９
７

（
“
）
３
５
２
３

睦

3

〃

中
村
信
男
柴
崎
７
３
９

（
躯
）
５
４
５
９

2

〃

渡
遜
義
一

寿
１
１
８
１
２

（
躯
）
１
４
４
８

１
分
団
長

村
田
猛
本
町
１
１
４
１
５

（
躯
）
２
４
１
２

腰

5

〃

小
池
長
男

日
秀
２
５
１

（
肥
）
１
２
７
３

齢

４
“
″

吉
田
薯
一
郎

中
峠
１
５
０
８
１
１

（
鯛
）
０
８
６
２

姑
罪
、
．
″

飯
田
栄
布
施
２
３
８
９

（
腿
）
１
４
７
１

第
２
〃

越
川
浩
一

泉
蝿
１
４

（
帥
）
２
１
２
６

第
１
方
面
隊
長

大
星
久
雄
栄
珀
１
３

（
館
）
３
５
２
１

〃

へ

兼
第

６
方
面
隊
長
）

飯
尾
利
雄
布
佐
２
０
１
４

（
的
）
２
８
３
９

〃

玉
田
進
一

白
山
１
１
妬
Ｉ
肥

（
躯
）
０
２
０
８

副
団
長

土
佐
倫
徳
中
里
門

（
鯛
）
９
２
８
０

団
長
飯
田
和
行
緑
１
１
４
１
９

（
帥
）
０
６
２
４

職
名

氏
名

住
所

電
賭



第924号
鐵び

5＝＝

ー(3)1996．5．1 －一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

こ
れ
か
ら
父
親
母
親
に
な
る

方
、
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

▼
日
時
５
月
聖
日
（
金
）
午
後
０

時
釦
分
受
付
、
Ｏ
時
輻
分
か
ら
３

時
釦
分

▼
内
容
＊
ビ
デ
オ
「
赤
ち
ゃ
ん

｝
あ
す
ぱ
ら
し
き
生
命
」
＊
産

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）

▼
日
時
５
月
、
日
・
亜
日
の
い

ず
れ
も
金
蝿
日
午
前
９
時
釦
分
か

ら
ｎ
時
釦
分
（
開
始
、
分
前
に
は

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

▼
内
容
妊
婦
体
操
、
妊
娠
中
の

歯
科
術
生
、
妊
娠
中
の
栄
養
ほ
か

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

一

母
親
学
級

健康ガイドS月の日曜．休日当番匿董鴬 保
健
セ
ン
タ
ー

湖
北
台
１
の
枢
の
胴

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

窓
（
師
）
１
１
３
１

，診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの保険柾と診療賀
可

｜
講
一
器
一
器
亜
器
一
器
匝

病・医院名

アビコ外科整形外科病院

我孫子聖仁会病院

我孫子東邦病院

小倉外科 内科

平和台病 院

電話日
｜’

84-73213日
用
具
は
毎
回
、
バ
ス
タ
オ
ル
（
第

１
回
）
、
歯
ブ
ラ
シ
（
第
２
回
）

▼
日
程
５
月
７
日
か
ら
配
日
ま

で
の
毎
週
火
峨
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
幅
分

か
ら
９
時
拓
分
・
・
平
成
８
年
１
月

生
ま
れ
（
通
知
し
ま
す
）
＊
午

前
９
時
幅
分
か
ら
加
時
鋤
分
．
：
０

か
ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
養
・
育
児
な
ど
の
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
を
使
い
、
医
療
織
関
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

育
児
相
談

１
潅
ら
か
眉
墨
罎
窪
琴
査

88-3111 １
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

4日

82-8166
5日 1

182-0165

’
6日 89-11116日

で
我孫子つくし野病院 84-2211

12日

一瀬医院

我 孫 子 聖 仁会病院

85-2321

88-3111
19日 活

習
悩
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
父
親
、
母
親
の
役

割
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
５
月
２
日
（
木
）
・
９
日

（
木
）
い
ず
れ
も
午
前
９
時
巧
分
か

ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
６
年
、
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

▼
対
象
平
成
８
年
１
月
生
ま
れ
、

お
よ
び
娼
月
未
満
で
１
度
も
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
を
し
て
い
な
い
方

▼
日
時
＊
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

：
・
５
月
７
日
（
火
）
＊
判
定
。
巳

村山医院 82-5171 ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

８
０
２
０
連
動
は
、
釦
歳
に

な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
加
本
以

上
残
せ
る
よ
う
、
歯
を
大
切
に

す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
を
広
く
一
般
に
広

め
、
歯
科
疾
患
（
む
し
歯
・
歯

周
疾
患
）
の
予
防
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
に
作
文
、
標

語
を
募
集
し
ま
す
。

布
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◎
優
秀
者
は
い
ず
れ
も
、
９
月

に
表
彰
し
ま
す
。 ｓ

ｏ
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
〉
運
動

普
及
作
文
・
標
語
を
募
集
し
ま
す

平和 台病院 89-1111
26日

長田内科・ 胃腸科 89-3101

▼
応
募
資
格
県
内
在
住
・
在
勤

で
加
歳
以
上
の
方

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
縦

書
き
の
４
０
０
字
詰
め
原
砺
用
紙

５
枚
以
内
に
作
文
、
迩
名
、
住
所

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
轍
業
、
通

話
番
号
を
明
記
し
、
６
月
、
日

（
月
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２

６
０
干
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
の

１
県
術
生
部
子
防
諜
壷
０
４
３

Ｃ
Ｇ
．
：
５
月
９
日
（
木
）
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
巧
分
か
ら
２
時
遁
分

受
付

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
後
３
月
か
ら
卯
月
以
内
の
乳

幼
児
は
、
ポ
リ
オ
投
与
を
２
回
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
型
日
（
火
）
午
後
１

時
巧
分
か
ら
２
時
巧
分
受
付

▼
対
象
＊
１
回
目
投
与
…
平
成

７
年
ｎ
月
以
前
生
ま
れ
＊
２
回

一
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

麻
し
ん
、
三
種
混
合
多
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
は
、
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
嵯
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

並
冒小

児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

（
ボ
リ
オ
）
投
与

、

及
作
文

▼
応
募
資
格
県
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
標
語
（
１
枚
１
点
）
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

遮
話
番
号
を
明
記
し
、
５
月
瓢

日
（
金
・
消
印
有
効
）
ま
で
に

湖
北
台
１
の
狸
の
妬
保
健
セ
ン

タ
ー
垂
（
ｗ
）
１
１
３
１
へ

▼
日
時
５
月
妬
日
（
木
）
午
前
９

時
妬
分
か
ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
５
年
９
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
内
容
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導
、
フ
ッ
化
物
塗
布
（
希
望
者
）

目
投
与
：
平
成
８
年
３
月
５
日
以

前
に
１
回
目
投
与
を
受
け
た
方

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、

６
週
間
以
上
あ
け
て
く
だ
き
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

治
医
に
ご
相
談
く
だ
き
い
。

印
鑑

▼
黄
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

閉
並
冨

（
２
２
３
）
２
６
６
７
へ

ム
シ
歯
予
防
教
室

接種別

風 一三

破百ジ日
本
脳
炎

麻
疹
（
は
し
か
）

予
防
接
種
名

及
標

種
混

フ
テ
リ

日
せ

傷し

風きア
ー合

1

ん
毒
胆

生
後
哩
月
か
ら
卯
月
。
１
回
接
祇

生
後
３
月
か
ら
”
月
・
１
期
初
回
（
３
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
極
混
合
を

接
種

生
後
６
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
２
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

生
後
哩
月
か
ら
卯
月
・
麻
疹
接
穂
後
に
１
回
接
種

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

’
す
ご
刺
捌
閑
鬮
關
屋
］

新
婚
家
庭
の
主
婦
、
妊
婦
を
対

象
に
、
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
５
月
誕
旦
金
）
王
削
９

時
受
付
、
９
時
釦
分
か
ら
正
午

肩
こ
り
や
腰
痛
で
お
悩
み
の
方

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
７
日
か
ら
、
日
ま

で
の
毎
週
火
硴
日
午
後
１
時
受
付

１
時
釦
分
か
ら
３
時

▼
内
容
肩
こ
り
腰
痛
予
防
の
体

操
、
栄
養
の
話
、
個
別
相
談
ほ
か

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

き
る
服
装

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
持
参
母
子
他
康
手
帳
通
知

ハ
ガ
キ
、
親
と
子
の
歯
ブ
ラ
、
ン
、

コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

※
対
象
児
に
限
り
ま
す
。

す
ご
や
か
栄
養

肩
こ
り
。
腰
痛
教
室

ア
セ
ト
ン
血
性
嘔
吐
症
は
、

周
期
性
嘔
吐
症
、
ま
た
は
自
家

中
毒
症
と
も
呼
ば
れ
、
頑
固
な

嘔
吐
を
繰
り
返
す
病
気
で
す
。

原
因
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
自
律
神
経
中
枢
、
嘔

吐
中
枢
が
典
恋
し
て
、
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
の
分
泌
が
高
ま
り
、
そ

Ｌ
Ｌ
つ
た
い
し
や
二
う
し
ん

の
結
果
、
脂
質
代
謝
が
元
進
し

て
血
中
に
ケ
ト
ン
体
（
ア
セ
ト

こ
が
地
加
し
、
身
体
に
と
つ

健
康
メ
モ
⑰

て
有
害
（
自
家
中
毒
）
と
な
っ
て

し
ま
う
た
め
で
す
。

２
歳
か
ら
、
歳
、
特
に
６
歳
以

下
に
多
く
見
ら
れ
、
性
に
よ
る
発

一
柏
保
健
所
か
ら

▼
日
時
５
月
型
日
（
火
）
午
後
０

時
“
分
か
ら
１
時
妬
分
受
付

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
５
年
２
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿
、

３
歳
児
健
康
診
査
票

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
錐
記

＆
人

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
主

食
（
お
に
ぎ
り
等
）

▼
参
加
費
３
０
０
円
〈
材
料
代
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
５
月
聖
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
日
時
５
月
霊
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
鱈
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
が
、
食

事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
や

献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
食

事
療
法
が
必
要
な
方
も
ご
相
談
を
。

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約
（
日

時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

症
の
差
は
無
く
、
季
節
的
に
は
冬

か
ら
春
に
か
け
て
多
く
な
る
慨
向

が
あ
り
ま
す
。

元
気
だ
っ
た
子
ど
も
が
急
に
ぐ

栄
養
相
談

ｓ
歳
児
健
康
診
査

1 子
ど
も
の
吐
き
癖

お
う
と

ア
セ
ト
ン
血
性
嘔
吐
症

青
相
談

っ
た
り
と
な
り
、
頑
固
で
不
規
則

な
嘔
吐
を
繰
り
返
し
、
つ
い
に
は

胆
汁
様
、
コ
ー
ヒ
ー
色
の
液
体
を

吐
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

顔
色
は
悪
く
、
倦
怠
感
が
強
く

頭
痛
や
腹
痛
を
訴
え
る
こ
と
も
あ

り
、
進
行
す
る
と
無
表
情
、
け
い

れ
ん
、
眠
っ
た
よ
う
な
状
態
に
な

▼
日
時
５
月
即
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
通
い
、

軽
返
り
が
遅
い
、
歩
か
な
い
な
ど

発
達
の
遅
れ
が
心
配
な
２
歳
ま
で

の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
申
し
込
み
遮
話
で
柏
保
健
所

保
他
指
導
課
へ
〈
予
約
制
）

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
、
保
健
婦
に
よ
る
指
導
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、

鵜
赤
十
字
鋤
嘘
灘
讓
細
訓
参
加
者

乳
幼
児
発
達
相
談

家
庭
で
の
病
人
の
介
謹
、
子

ど
も
の
成
長
と
病
気
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＊
介
護
教
室
：
．
５
月

必
日
（
火
）
か
ら
”
日
（
金
）
午
前

、
時
か
ら
午
後
４
時
＊
幼
児

家
庭
看
護
教
室
…
６
月
溺
日

（
火
）
か
ら
”
日
（
木
）
午
前
、
時

か
ら
午
後
３
時

柏
市
柏
２
５

壷
（
〃
）
１
２
５
５ 5

Q

嘉

▼
日
時
祝
日
を
除
く
平
成
９
年

３
月
ま
で
の
毎
月
第
１
か
ら
第
４

金
咄
日
午
後
２
時
か
ら
４
時
受
付

▼
対
象
精
神
病
、
繩
神
神
経
症

な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
貝
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
蛎
託
医
に
よ

る
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

▼
場
所
成
田
赤
十
字
病
院

▼
対
象
・
定
員
各
教
室
全
日

程
に
出
席
で
き
る
方
、
い
ず
れ

も
先
着
和
名

▼
参
加
費
各
教
室
５
０
０
円

※
申
し
込
み
方
法
等
、
詳
し
く

は
成
田
赤
十
字
病
院
医
療
社
会

事
業
部
壷
０
４
７
６
（
配
）
２
３

１
１
内
線
５
０
２
へ

▼
日
時
毎
月
第
２
火
峨
日
・
蕊

４
月
硴
日
午
後
２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

▼
内
容
繩
神
保
健
相
談
員
が
相

嫉
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

気
象
の
変
動
、
糖
神
的
緊
張
、

過
食
、
か
ぜ
や
下
痢
、
疲
労
な

ど
が
引
き
金
と
な
り
ま
す
が
、

心
理
的
な
不
安
や
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
も
関
係
し
ま
す
。

神
経
質
な
子
ど
も
に
多
い
こ

と
か
ら
、
た
く
ま
し
く
育
て
る

た
め
に
母
親
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
が
大
切
で
す
。

思
春
期
に
な
る
と
、
自
然
に

ら
小

治
癒
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
壷
（
記
）
５
５
２
５

元’
二］’

1
ノレ
‘瞳，

心
の
健
康
相
談’ ’

－

夜間の急病のときは

言上蜜受囹(Sﾌ)1141
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一

今
回
は
、
身
近
な
環
境
問
題
の

本
を
集
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
環

境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
生
物
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
霄
原
灘
．
森
田
肇
恋

＊
ご
み
読
本
＊
日
本
の
公
害
第

狸
巻
（
川
名
英
之
）
＊
台
所
か

ら
の
地
球
環
境
＊
し
の
び
よ
る

じ
ゅ
ん
や

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
（
長
山
淳
哉
）

＊
手
蛮
沼
浄
化
を
考
え
る
市
民
講

座
Ｉ
～
Ⅳ
＊
古
利
根
自
然
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
集
＊
水
鳥

は
す
封
す
み
こ

が
も
ど
っ
て
き
た
（
蓮
尾
純
子
）

＊
自
然
保
護
と
い
う
思
想
（
沼
田

圭
こ
と

真
）
＊
印
旛
沼
・
手
賀
沼
（
山

田
安
産

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
楽
し
い
お

話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。
４

歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
集

ま
れ
。

▼
日
程
＊
５
月
２
日
（
木
）
、
塑

日
（
木
）
・
・
・
市
民
会
館
第
４
会
議
室

＊
５
月
９
日
（
木
）
、
羽
日
（
木
）
。
：

’
態
市
民
図
書
館

態
湖
北
台
分
館

串
布
佐
分
館

怨
移
動
図
護
館 図

書
館

だ
よ
り

壷
（
副
）
１
１
１
０

盃
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

垂
（
印
）
０
９
０
９

q勺

◎
湖
北
台
分
館

Ｉ
油
絵
Ｉ

せ
い
ぶ
つ

▼
作
品
・
作
者
静
物
（
Ｆ
型

ふ
じ
せ
こ
う
こ

…
藤
瀬
晃
子
（
つ
く
し
野
）
街

角
（
Ｆ
型
：
・
参
鍔
需
マ
サ
エ

（
新
木
野
）
静
物
（
Ｆ
里
：
、

田
村
美
保
子
（
つ
く
し
野
）

◎
布
佐
分
館

Ｉ
絵
画
１

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

通
う
９
名
の
皆
ざ
ん
の
絵
画
展
。

ハ
ン
デ
ィ
を
感
じ
さ
せ
な
い
す
ぱ

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
４
時
か

ら
４
時
釦
分

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

そよかせ署(:醗豐)5月の日程(蕊）
|ｽﾃｰｼｮﾝ名’場所｜時間(午後）
湖北|湖北地区公民館|':20~1:50
中峠|中峠飽田谷公園|2:10~2:40
1青山台|柴崎台4号公園|3:00~4:00
|平和台|布佐南近隣センター|2:00~2:40
1新木野|新木児童公園3:00~4:00
|久寺家|久寺家あけぼの公園2:00~2:45
1つくし野東急ショッピングセンター製3:00~4:00
天王台東天王台東児童公園2:00～2:50

天王台西浅野谷3号公図3:10～4:00

白山三洋電 機 社 宅 入 口 1 : 3 0 ～ 2 :15

並木丸石家具駐車場2:30～3:00

1コ
今

田台 田池尻公園3:20～4:00

根 戸 根 戸 近隣センター2:00～2:40

1つくし野|東急ショッピングセンター裏3:00~4:00

’８
・
”

水

脳
I

’
９
・
鯛

木

'。’
川
・
別 ら

し
い
作
品
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ふ
み
た
け
よ
し
た
瘤
つ
ぐ

▼
作
錯
み
清
球
誕
子
、
武
善
忠
兆

中
西
英
巳
、
谷
澤
由
紀
子
、
吉
田

か
つ
じ

健
一
、
脇
本
信
博
、
青
山
一
二
、

辻
カ
ツ
子
、
長
尾
鑑
醒

園
展
示
期
間
５
月
２
日
（
木
）
か

ら
６
月
亜
日
（
且

閲
・
”

水

媚
・
訓

木

〃
・
訓

金

市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会
で
は
、
「
子
ど
も
に
よ
る
、
子

ど
も
の
た
め
の
、
子
ど
も
会
を
育

成
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

今
年
も
、
市
内
の
子
ど
も
会
会

員
の
交
流
や
子
ど
も
会
の
リ
ー
ダ

ー
の
韮
成
を
は
じ
め
、
大
人
の
た

め
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

小
学
校
５
．
６
年
生
の
皆
さ
ん
、

〃
友
だ
ち
の
輪
″
を
広
げ
る
良
い

機
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
市
内
子
ど
も
会
の
小
学

校
５
．
６
年
生

▼
定
員
帥
名
か
ら
釦
名
（
先
着

順
）▼

参
加
費
１
人
３
０
０
０
円

（
キ
ャ
ン
プ
参
加
費
を
含
む
。
た

だ
し
、
交
通
費
は
別
途
）

※
参
加
賀
は
第
１
回
研
修
会
に
お

い
て
徴
収
し
、
原
則
と
し
て
返
金

平
成
８
年
度
、
第
１
回
目
の

「
ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
を

我
孫
子
地
区
で
行
い
ま
す
。

昨
年
は
３
回
の
ま
ち
な
み
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
（
写
真
）
を
開
催
し
、

禦
観
形
成
懇
話
会
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
ま
ち
を
歩
き
な
が
ら
、
ふ
だ

ん
見
過
ご
し
が
ち
な
良
い
と
こ
ろ

を
発
見
し
、
景
観
づ
く
り
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

我
孫
子
ら
し
い
景
観
を
創
造
す

る
た
め
、
今
年
も
市
民
参
加
の
も

と
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
と
街
並

の
探
索
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
手
賀
沼
く
り
を
中
心

に
、
か
つ
て
美
し
い
手
黄
沼
を
眺

め
な
が
ら
生
活
し
、
優
れ
た
作
品

を
残
し
た
志
賀
直
哉
、
柳
宗
悦
、

杉
村
楚
人
冠
ら
の
旧
居
を
訪
ね
、

文
人
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
作
品
、

そ
し
て
彼
ら
と
地
元
と
の
ふ
れ
あ

▼子ども会5．6年生研修会日程（日程・場所は変更する場合有り） は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
研
修
時
間
午
前
、
時
か
ら
午

後
３
時

▼
持
参
す
る
も
の
筆
記
用
具
、

上
履
き
、
弁
当
、
水
筒
（
キ
ヤ
ン

い
の
な
か
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の

「
ま
ち
な
み
」
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
ま
す
。

な
お
、
今
回
は
、
手
寅
沼
船

上
見
学
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
我
孫
子
地
区
ま
ち
な
み
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
（
参
加
識
無
料
）

▼
日
時
・
場
所
５
月
お
日

主
）
午
前
９
時
加
分
我
孫
子
駅

南
口
集
合
正
午
解
散
（
予
定
）

※
雨
天
の
場
合
は
延
期
し
ま
す

▼
コ
ー
ス
我
孫
子
駅
前
通
り

か
ら
旧
柳
宗
悦
邸
、
楚
人
冠
公

園
、
旧
志
賀
直
哉
邸
、
バ
ー
ナ
ー

ド
・
リ
ー
チ
碑
、
手
賀
沼
公
園
か

ら
の
船
上
見
学

▼
定
員
先
着
訓
名

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話
で
都
市
計
画
課
云
孟
）
１

１
１
１
内
線
５
７
７
へ

内容場所

子ども会ABC湖北台東小学校体育館｜

プﾛダﾗﾑを作ろう湖北小学校体育館’

日 程

5月19日（日）

6月23日(日）

7月13日(土）
14日（日）

日本青年協会利根
研修場（野営場）

みんなの力で楽しいキャンプを

11月17日（日）

未定

ふるさと我孫子を知ろう

リーダーとの交流会

市内見

（未定）

学

’

プ
の
と
き
は
別
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
５
月
四
日
（
且
ま
で
に
、
市

子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
事

務
局
壷
（
理
２
６
３
６
へ

▼
日
時
６
月
晦
日
（
土
）
午
前
８

時
ｍ
分
、
市
役
所
本
庁
正
面
玄
関

前
集
合

▼
見
学
場
所
幕
張
メ
ッ
セ
、
県

立
中
央
博
物
館
（
千
葉
市
）

▼
対
象
市
内
在
住
の
小
学
生
以

下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
謹
者

▼
定
員
釦
名
（
た
だ
し
、
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
蜜
無
料
（
昼
食
は
持
参
）

寒
鵜
鰡
鰹
諦
制
雨
》

、 ／ 結婚50周年の

こf夫婦に色紙

を貝曽呈します

)5．6月は赤十字運動月間

’
ノJ-UJJW｡､"J,I=ﾃ』＝妻"何回、

5．6月は赤十字運動月間です。阪神・淡路大震災

をはじめとする災害・救援活動など、献血・医療等の

諸事業は、すべて皆さんの善意によって支えられてい

ます。今後も、赤十字活動にご協力をお願いします。

シ問い合わせ厚生課社会係冠(85)1111内線309

ー＝、雰Y面W－‐晒必

を貝曽呈します

修対象市内在住者昭和21

年9月1日から昭和22年8

月31日までに結婚された夫

婦ともに健在な方

し申し込み。問い合わせ

ハガキに住所･夫婦の氏名、

結婚年月日を明記し、5月

15日(水・必着)までに、我

孫子1858市役所高齢者福祉

課高齢者福祉係公(85)1111

内線310へ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往
一
田
に
下
り
て
は
や
啄
め
る
初
つ
ば
め
有
馬
尚
二

ひ
か
せ
い
そ
人

復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所
一
春
の
波
貝
殻
ゆ
宅
匙
光
ら
し
て
和
田
正
邨

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
我
孫
一
・
限

飴
な
め
て
胃
の
脇
労
わ
る
花
の
昼
海
老
原
千
代
子

鯵
麺
嶽
輝
よ
り
低
く
祖
母
の
来
る
萩
谷
日
出
夫

儒
蕊
蕊
義
軍
藤
篝
琴
菫
ら
ん
こ
ゞ
醤
ま
ゞ

５
月
加
日
（
月
・
必
着
）
ま
で
に
↓
叫
癖
市
民
の
歌
和
し
て
花
見
を
終
え
に
け
り
田
中
栄
太
郎

訴
藝
蔵
釦
葬
宇
読
卦
確
捧
諏
種
華
一
や
轟
癖
鐙
・
一
・
声
や
．
《
・
基
言
酎
畦
些
癖
鐸
比
か
掛
癖
蹄
苧
軒
か

リ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー
」
係
査
０
４
７
－
施
一
繩
電
話
に
松
浦
白
梅

こ
ら

一
郡
謝
姉
砂
場
で
は
遊
ぶ
子
等
よ
り
親
達
の
会
話
が
は
ず
む
う

３
（
妬
）
３
０
０
８
へ

一
皆
“
唖
ら
ら
か
な
春
寺
岡
三
郎

一
叱
蝿
癖
白
球
の
飛
び
か
ふ
春
の
選
抜
に
ふ
る
里
の
球
児
堂
々

藤
蕊

▼
日
時
５
月
ｎ
日
（
士
）
午
後
２
－
悶
峠
潮
僻
鰭
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
エ
レ
ク
ト
ー
ン
奏
す

ひ
と

時
か
ら
３
時
釦
分
る
女
の
細
く
美
し
馬
場
千
鶴
子

あ
こ

▼
場
所
県
立
流
山
青
年
の
家
一
月
お
ぼ
ろ
吾
娘
の
寝
顔
の
白
き
か
な
窓
辺
に
ほ
の
と

▼
内
容
＊
講
涼
・
生
涯
学
習
社
一
香
る
水
仙
こ
篠
佃
ま
さ

会
の
生
き
方
＊
講
師
：
・
渡
辺
博
一
全
神
経
耳
に
な
し
つ
つ
雛
し
て
待
つ
娘
の
来
ぬ
ま
ま

史
（
流
通
経
済
大
学
社
会
学
部
長
）
一
に
す
ぎ
ゆ
く
ひ
と
日
を
田
口
一
子

▼
対
象
加
歳
以
上
の
方

一
⑦
⑤
⑤
僧
⑳
③
⑪
③
⑪

▼
定
員
知
名

▼
参
加
愛
無
料

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電
一
Ｉ
漣
り
ま
す
Ｉ
＊
Ａ
・
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
〈
斉
藤

話
で
５
月
、
日
（
金
）
ま
で
に
流
山
一
▼
無
料
で
＊
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
云
亜
）
５
９
２
６
〉

青
年
の
家
壷
（
聖
２
０
０
４
へ
一
ｗ
Ｄ
Ｉ
６
５
０
ラ
ヤ
ー
プ
書
院
）
▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

※
当
日
、
東
武
野
田
線
豊
四
季
駅
一
〈
涜
宮
壷
（
壁
２
７
９
２
〉
＊
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

雛
（
（
蕊
溌
窯
蕊
噛
一
講
師
鰐
環
咋
罐
蝋
魏
購
》
緋
）
捜
罐
鱸

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
３
２
９

－
Ｉ
憩
っ
て
く
だ
さ
い
Ｉ

一
胃 剛山

別

生L___－｣塾
き生き成人

径選

わ
た
せ
く

と
も

渡
瀬
昏
れ
野
は
白
梅
を
灯
し
け
り
泉
黄
久
子

と
う
じ
ば
ろ
う
お
う

湯
治
場
に
老
鴬
の
声
透
り
く
る
関
口
静
江

小
窓
よ
り
風
も
初
音
も
入
り
に
け
り
宮
腰
多
加
雄

た
ん
ぽ
ぽ
や
ぼ
く
ぽ
く
歩
く
だ
け
で
よ
し高

橘
喬

し
ら
う
お
の
か
な
文
字
な
り
に
煮
ゆ
る
か
な

青
山
陽
子

か
恥
ど
う
ひ
な
た
ち
そ
く

海
裳
の
日
陰
日
向
に
あ
る
遅
速
豊
島
春
太
楼

お
つ
い
ぱ
な
お
つ
ぐ

田
に
下
り
て
は
や
啄
め
る
初
つ
ば
め
有
馬
尚
こ

ひ
か
せ
い
そ
ん

春
の
波
貝
殻
ゆ
ら
し
光
ら
し
て
和
田
正
邨

ふ
い
た

飴
な
め
て
胃
の
脇
労
わ
る
花
の
昼
海
老
原
千
代
子

鯵
麺
嶽
輝
よ
り
低
く
祖
母
の
来
る
萩
谷
日
出
夫

梵
錘
の
余
韻
夕
べ
の
ぶ
ら
ん
こ
に
篠
田
ま
き

市
民
の
歌
和
し
て
花
見
を
終
え
に
け
り
田
中
栄
太
郎

－

お
は
な
し
会

|L‐

'
盆

'

－、

ひ

ろ

愚 市

壷ば 民
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烏
の
博
物
館
で
は
、
山
階
鳥
類

研
究
所
、
我
孫
子
野
鳥
を
守
る
会

と
共
催
に
よ
り
、
手
賀
沼
探
鳥
会

を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
季
節
、
水
面
に
コ
ア
ジ
サ

シ
、
水
田
に
は
ム
ナ
グ
ロ
な
ど
が
、

間
近
に
観
察
で
き
ま
す
。

当
日
は
、
ｍ
人
程
の
グ
ル
ー
プ

鞠
浄
趨「

一一

第
７
回
手
賀
沼
探
島
会

１
１千

葉
地
方
法
務
局
柏
支
局
で

は
、
我
孫
子
市
・
沼
南
町
の
土

地
・
建
物
に
つ
い
て
の
登
記
事

務
を
、
５
月
”
日
（
月
）
か
ら
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
後
は
、

圭蝿｡圏物の篁詞事鬮壱

コンピュータ画編い雲す
晶

馴

▽
耐し 厭

謬
問い合わせ：千葉地方法務局柏支局

恋(67)3309 ノミ
ｌ

●
巳
、

Ｉ
ド
ウ
ィ
ー
ク

従
来
の
登
記
簿
謄
本
・
抄
本
に

代
わ
り
、
「
登
記
事
項
証
明
書
」

を
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、
閲
覧
制
度
が
廃
止
さ

れ
（
閉
鎖
登
記
簿
な
ど
を
除
く
）

代
わ
り
と
し
て
、
新
た
に
「
登

記
事
項
要
約
書
」
を
発
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
地
種
測
量
図
・
建

物
図
面
・
公
図
等
の
閲
覧
は
従

来
ど
お
り
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
地
方
法

務
局
柏
支
局
壷
（
師
）
３
３
０
９

に
分
か
れ
、
指
導
者
が
解
説
し
ま

す
の
で
、
初
心
者
の
方
で
も
バ
ー

ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

ご
家
族
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
５
月
廻
日
（
且
午
前
９

時
か
ら
正
午
〈
雨
天
の
場
合
は
四

日
（
日
）
に
延
期
〉

▼証明書等手数料

1’ 数料証明書種類
幸
寸

劃
動
』5

『
h℃I

L ＆
ｄ
叱
Ｊ
■
『
ｄ
月

800円
‐
孟
坐
割
賦
》
識

』
イ

”
ヨ
ー
Ｖ
鰐
〃
延
戸

I

層
四

函

沖
縄
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
人
と

自
然
と
風
土
を
詠
い
続
け
た
俳
人

小
熊
一
人
さ
ん
は
、
我
孫
子
市
に

生
ま
れ
育
ち
、
東
京
電
機
大
学
卒

業
後
、
気
象
庁
に
勤
務
。

昭
和
訓
年
、
東
京
中
央
気
象
台

か
ら
沖
縄
気
象
台
に
転
勤
。
以
後
、

▼
行
程
市
役
所
本
庁
正
面
玄
関

前
集
合
↓
手
焚
沼
遊
歩
道
↓
山
階

鳥
類
研
究
所
前
で
解
散
（
全
行
程

約
３
．
５
キ
且

※
当
日
は
集
合
場
所
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▼
対
象
・
定
員
小
学
生
以
上
の

方
・
先
請
１
２
０
名

▼
参
加
費
２
０
０
円
（
査
料
代

を
含
む
）

▼
持
参
筆
記
用
具
双
眼
鏡
・

図
鑑
（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
５
月
２
日
（
木
）
か
ら
６
日

（
体
）
ま
で
に
烏
の
博
物
館
云
露
）

２
２
１
２
へ

※
当
日
の
実
施
・
延
期
等
の
問
い

合
わ
せ
は
、
午
前
７
時
鋤
分
か
ら

同
博
物
館
へ

故
人
ゆ
か

▲
俳
人
。

あ

り
の
地
沖
繩
県
名
護
市
に

び

小
熊
一
人
句
碑
を
建
立

気
象
観
測
の
か
た
わ
ら
余
暇
を
利

用
し
て
、
各
地
で
日
本
古
来
の
五
．

さ
れ
じ

七
・
五
の
十
七
音
を
季
題
や
切
字

で
読
み
込
む
俳
句
創
作
、
吟
行
の

楽
し
さ
を
指
導
。
同
粟
年
に
は
、

が
い
ひ
よ
う
り
ん

「
海
漂
林
」
五
十
句
で
角
川
俳
句

蛍
を
受
愛
す
る
一
方
、
長
期
に
わ

、
蕊一

一

司
戸、参加者募集

賀沼から始めよう＝ ~1
こ

か
す
ん
ど

あ
１
１
矧
矧 ↓人の環境入|ﾖ'1教室大
こ た

り
琉
球
俳
域
の
選
者
と
し
て
、

沖
縄
県
俳
句
界
の
振
興
・
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
志
な
か
ば
体
の
不

調
を
訴
え
、
旅
先
の
名
謹
市
で

倒
れ
、
弱
歳
の
若
さ
で
急
逝
。

沖
縄
に
お
け
る
俳
句
文
学
の

発
展
に
貢
献
し
た
業
綴
を
た
た

え
、
小
熊
一
人
句
碑
建
立
期
成

会
に
よ
り
蕊
故
人
ゆ
か
り
の
地
、

さ
い
ち

名
護
市
幸
地
川
親
水
公
園
に
、

高
さ
１
．
５
脚
、
幅
１
．
２
脚

の
句
碑
を
建
立
。
２
月
ｎ
日
に

ひ
が
て
つ
や

比
嘉
鉄
也
名
謹
市
長
を
は
じ
め
、

沖
縄
県
俳
句
協
会
な
ど
、
関
係

者
約
１
３
０
名
が
出
席
し
、
盛

大
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
自
然
、

手
黄
沼
。
水
質
汚
濁
が
進
む
こ
の

沼
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
生
息

す
る
動
植
物
の
多
様
性
に
触
れ
、

手
賀
沼
と
そ
の
流
域
を
大
切
に
す

る
心
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
人
の
環
境
入
門
教
室
は
、
手

賀
沼
を
題
材
と
し
て
、
ざ
ら
に
広

く
環
境
問
題
へ
の
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
開
催
し
ま
す
。

家
族
や
友
人
同
士
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
釦
日
、
６
月
過
日
・

▼大人の環境入門教室

内容テ 一マ
1

れ 採水、採泥、四つ手

による生き物探し

ウォッチングシート

作成

５
月
訓
日

手賀沼の自然に親し

み、興味・関心を持
つ 1

ヨシ細工

ヨシの役割

ウォッチングシ－|、

記入

６
月
過
日

ヨシに親しみ、生態

系の中でのヨシの役
割に気づく

”
日
、
７
月
蝿
日
の
い
ず
れ
も
木

畷
日
午
後
１
時
か
ら
４
時
（
た
だ

し
、
７
月
四
日
は
午
前
、
時
か
ら

午
後
４
時
ま
き

▼
場
所
手
黄
沼
親
水
広
場
「
水

の
館
」
お
よ
び
手
賀
沼
周
辺

▼
対
象
・
定
員
連
続
し
て
参
加

で
き
る
高
校
生
以
上
の
方
、
先
着

知
名

▼
参
加
費
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
ま
た
は
直
接
、
手
賀
沼
親
水
広

場
壷
（
“
）
０
５
５
５
へ

五
本
松
公
園
と
ふ
れ
あ
い
キ
た
ら
い
い
な
」
と
麻
衣
さ
ん
。

ヤ
ン
プ
場
を
つ
な
ぐ
、
つ
り
橘
４
月
狙
日
（
木
）
の
午
後
、
福

の
名
前
が
決
ま
り
ま
し
た
。
鴫
浩
彦
市
長
と
〃
名
付
け
親
″

こ
の
つ
り
橋
は
、
羽
根
を
広
と
な
っ
た
麻
衣
さ
ん
が
、
渡
り

げ
飛
ん
で
い
る
烏
の
姿
を
イ
メ
初
め
を
行
い
ま
し
た
。
（
写
真
）

－
ジ
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
全
長
新
緑
の
季
節
、
家
族
そ
ろ
っ

泌
・
４
メ
ー
ト
ル
の
木
製
。
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

橋
の
名
前
は
「
あ
い
あ
い
ば
し
Ｌ
に

州
鋪
蝦
澗
溌
轆
》
連
絡
橋
が
完
成

水調べ

誰が汚したのかを考

える

ろ過実験

６
月
幻
日

沼の水・生活排水な

どを調べ、汚れの原

因を探る

び ７
月
肥
日

遊歩道を歩いて宝物

探し

地図作成、発表

今まで勉強してきた
ことをまとめる↓

」

あ
れ 憲

法

つ
り
橋
に
す
て
き
な
名
前
を

と
、
広
報
あ
び
こ
で
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
記
名
の
．
小
学
生
か
ら

評
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
菅
原
麻
衣
さ
ん
（
高
野

山
小
・
５
年
生
）
の
「
あ
い
あ

い
ぱ
し
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
い
つ
も
口
ず
さ
む
童
謡
の

『
ア
イ
ア
イ
』
の
よ
う
に
、
こ

こ
で
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
え

た
ら
い
い
な
」
と
麻
衣
さ
ん
。

４
月
狙
日
（
木
）
の
午
後
、
福

嶋
浩
彦
市
長
と
〃
名
付
け
親
″

と
な
っ
た
麻
衣
さ
ん
が
、
渡
り

初
め
を
行
い
ま
し
た
。
（
写
真
）

新
緑
の
季
節
、
家
族
そ
ろ
っ

て
、
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
く
ら
し
に
生
か
そ
う
平
和
憲

法
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎
年
５
月
３

日
に
行
っ
て
い
る
恋
法
を
考
え
る

市
民
の
集
い
は
、
今
年
で
、
回
目
。

高
齢
社
会
へ
の
対
応
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
に
あ
り
、
市
内
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
展
開
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
市
民
の
集
い
で
は
、
市

内
在
住
で
東
京
都
台
東
区
に
お
い

て
詔
年
間
、
福
祉
の
現
場
を
経
験

憲法週間

無料法律相談所を

開設します

こ
日
時れ

を
考

◎
Ｏ
Ｏ
Ｆ
院
伽
〕
［
［
［
砲
《
Ｕ
邦
）

T
」 ５

月
１
日
か
ら
の
憲
法
週
間
に

ち
な
ん
で
、
千
葉
地
方
・
家
庭
裁

判
所
で
は
無
料
法
律
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
民
事
上
の
紛
争
や
相

続
な
ど
法
律
上
の
問
題
で
お
悩
み

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
き
い
。

▼
日
時
５
月
”
日
（
水
）
午
前
、

時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
３

時

く
血
ぺ
つ
と
む

さ
れ
て
き
た
隈
部
孟
さ
ん
を
お
招

き
し
、
地
域
で
の
高
齢
者
対
策
に

つ
い
て
誹
演
会
を
行
い
ま
す
。

誹
演
終
了
後
に
は
、
参
加
者
同

士
で
意
見
を
交
換
す
る
テ
ィ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
蓋
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
。
場
所
５
月
３
日
（
祝
）

午
後
１
時
訓
分
、
市
民
会
館

▼
内
容
誰
演
「
高
齢
者
の
た
め

花
璽
コ
ン
ク
ー
ル
・
花
塑
設

計
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
３

月
諏
日
（
水
）
に
行
わ
れ
、
次
の

と
お
り
表
彰
者
が
決
ま
り
ま
し

た
。
花
埋
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
市

長
賞
に
輝
い
た
栗
山
さ
ん
の
作

糀
馳
雛
刈
沙
抓
州
表
彰
者
決
溌
る

椛
鵡
甑
璽
齪
隅
刷
肌
手
賀
沼
公
園
内
に

え
る

日
（
祝
）

あ
び

午
後
１
時
別
分
か
ら

耐
民
の

こ

リ

あ
れ

品
は
、
手
賀
沼
公
園
内
に
造
ら
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
第
扣
回
花
魂
コ
ン
ク
ー
ル

＊
優
秀
賞
…
湖
北
小
学
校
、
湖
北

台
中
学
校
、
つ
く
し
鍔
東
自
治
会

＊
優
良
黄
。
：
並
木
小
学
校
、
布
佐

さ
く
じ

中
学
校
、
榎
本
菊
次
（
布
佐
下
新

里
幸
努
力
賞
．
：
根
戸
小
学
桟

合
田
町
会
＊
市
緑
化
推
進
協
力

会
会
長
賞
…
湖
北
台
西
小
学
校
、

布
佐
小
学
校
、
新
船
戸
町
会

◎
第
８
回
花
極
設
計
コ
ン
ク
ー
ル

か
つ
ら
こ

＊
市
長
黄
…
栗
山
勝
良
子
（
新
木
）

＊
市
緑
化
推
進
協
力
会
会
長
賞
．
・
・

浅
野
ゆ
り
子
（
我
孫
子
第
四
小
学

校
）▼

問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課

▼
場
所
千
葉
地
方
・
家
庭
裁

判
所
松
戸
支
部
（
松
戸
駅
下
車
）

▼
費
用
無
料

※
希
望
者
多
数
の
と
き
は
、
相

談
に
応
じ
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
家
庭
裁

判
所
松
戸
支
部
壷
０
４
７
３

（
“
）
５
１
４
１

の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
に
向
け
て
ｌ
台
東
区
の
試
み
の

中
か
ら
」
講
師
…
隈
部
孟
（
台

東
区
企
画
部
長
）
、
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー

▼
参
加
費
無
料
（
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
は
３
０
０
円
）

▼
問
い
合
わ
せ
憲
法
を
考
え
る

市
民
の
集
い
実
行
委
員
会
事
務
局

霊
弱
）
１
１
１
１
内
線
５
１
９

こ

！
一

集
い

ア
、
っ

登記事項証明書

(1通）

登記事項要約書

(1登記記録）
400円
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伝期日6月30日(日）惨日時・場所5月12日(日)午前修練習日小・中学生…毎週日曜

し場所手賀の丘少年自然の家g時30分開演、湖北地区公民館日午前8時30分から10時、高校生こ
や
か

(沼南町）し入場料無料以上…午前10時30分から正午

伝内容漁を体験する、沼の水中惨問い合わせ桜井盃(82)2503し場所並木小学校体育館

回国 回国
の様子を観察する、手賀沼に生き

る漁師さんに話を聞く、船上から

手賀沼を五感でウオッチングなど

し会費小・中学生…月額2000円、

高校生以上…月額2500円

修申し込み.問い合わせ電話で

吉岡盆(84)25刀へ伝対象・定員小学校5．6年生

’
及び中学生、先着50名し勤務時間午前9時から午後4
シ参加費1200円程度（船代、保時（土・日を除く週4日）

険料含む）シ勤務場所心身障害壱福祉作業世日程5月から毎月第3士曜円

凸持参筆記用具所rみずき」の午後

少申し込み・問い合わせ電話で少資格18歳以上45歳までの健康シ場所特別養護老人ホーム「久a回国｡
凸曰時5月26日(日)受付…午前5月7日(火)午前9時から手賀のな方遠苑」

8時45分丘少年自然の家壷(91)1923へし募集人 員 1 名 伝 内 容 お 年 寄 り の 介 護
少申し込み・問い合わせ履歴書腰参加費1年間無料画中央公民館し場所市民体育館

|こ必要事項を明記し、5月15日シ申し込み・問い合わせ電話でし曰時5月11日(土)午前98詔0伝種目一般男女2W3Sの団体

分から11時30分（参加費無料）戦（リーグ戦後トーナメント戦）惨日時・場所6月2日(日)午前（水）までに古戸804心身障害者福『久遠苑」井上公(87)3141へ

国劉･国
シ内容卓球※登録は4名以上7名まで11時から、流山市一茶双樹記念館祉作業所みずき壷(87)5171へ持参

シ持参ラケット(持っている人）し参加費1チーム4000円シ定員30名（結社、派は限定し

タオル 、上履きシ申し込み・問い合わせハガキません）

シ問い合わせ中央公民館垂(82）｜こ住所、氏名、電話番号、所属団し会費500円し勤務内容・場所保育園内清掃

体名、大会名、種目を明記し、5戸申し込み・問い合わせ電話等、緑保育園修曰時5月30日(木)午後2時か0515

画湖北独I天公民館月10日（金．必着）までに湖北台（ファクシミリ兼用)で5月15日＞対象・定員年齢50歳位までのら4時

匪曰時5月11日(土)午前9時305の1の7杉原恵美子盆(87)2552（水）までに有野a(88)7743へ健康な女性、1名傷場所森のホール21（松戸市）

伝勤務時間月曜から金曜R午前シ対象平成g年3月新規学校卒

8時30分から午後5時（ただし、業予定者を採用しようとする企業

分から11時30分（参加費無料）へ（参加費は郵便振言で口座番号

し内容①折り紙（折り紙、ハサ00160-5-562972口座名我孫子市

ミ、のり持参）②おはなし会、語卓球連盟へ振り込んでください）修日時5月19日(日)午後1時30祝日を除く）少問い合わせ松戸公共職業安定

分開場、2時開演修賃金時給750円所求人・企画部門査0473(48)6100り⑧ベーゴマ④将棋、オセロ

し場所印西市文化ホール注申し込み・問い合わせ履歴書内線30し問い合わせ湖北地区公民館狂

⑬⑤⑨囹團
惨日時5月19日(日)午後4時30シ入場料500円（全席自由）に必要事項を明記し、5月15日(88)4433

分開場、5時開演し問い合わせ小林壷(88)8364（水）までに児童保育課容(85)1111

内線322へ直接持参▼やきにくランド宝島我孫子店様伝場所市民会館

伝曰時5月23日(木)午前9時シ出演ミュージカル劇団フォー (台田)から、福祉作業所みずき・

伝 場 所市民体育 館 リ ー ズ い い 風にめぐりあえる5月の手 つくばね．おおばんの利用生にと、

’し種目ランク別ダブルス（1か戸当日入場券4500円賀沼。ご家族でおでかけください。シ募集人員＊警察官…80名、＊食事会の招待がありました。4

｜ら4部）少問い合わせあびこ子ども劇場し日時5月11日(土)午前9時30婦人警察官…5名
｜倖参加責格市内在住の家庭婦人壷(88)9078(祝日を除く月から金分〈雨天の場合は12日(日)に変更＞惨受付期間5月20日(月)まで

’
｜少参加 費1人900円曜日の午前10時から午後3時）シ参加費無料※試験日等詳しくは、 我孫子警察'

シ場所手賀沼親水広場害警務課壷(82)011 0へ陳申し込み・問い合わせハガキ

｜に2人の住所､氏名､電話番号、 し内容遊歩道クイズでハイキン

1水窯謡溌罐

2木一法律相談=市民相談室9:30~15:30(電話で予約制）

ランクを明記し、5月12日（日．少曰時5月12日(日)午前10時かグ、さわやかミニコンサート、と

必着）までにつくし 野 5 の 7 の 5 ら 午 後 3時ん汁サービス、地場野菜の即売他
は L

山 口 和子密(85)2962へ修場所湖北地区公民館伝持参おわん、箸、おにぎり等

…
蕊

》
鰯
５
月
鰯
翻

し席主表干家…浅野崇誌､裏干し問い合わせ（社)我孫子青年会
そうじ03う

家…高田宗充議所鈴木a(88)1841

凄日時5月19日（日）集合.､午し席料2席で1000円

前8時30分（雨天の場合は26日）※茶道連盟では、月釜の席主を蟇

伝場所市民体育館集しています。伝曰時5月11日(土)から12日

伝参加資格市内存ｲｷ吉シ問い合わせ小野電(82)6161（日）午前10時から午後5時（ただ
伝種目・参加費シングルス男女 し､11日は午後1時から)入場照料

各1クラス1000円 し場所天王台北近隣センター

陰申し込み・問い合わせ現金書候曰時5月18日(土)午前10時30レ問い合わせ田中盆(88)9645

｜留で住所､氏名､年齢､性別､電分から午後3時

消印有効）までに湖北台7の83の一（入場無料）シ日時・場所5月19日(日)午前
えL・L

201高田英志査(87)2725へシ問い合わせ干葉r腎炎・ネフ10時開演、湖北地区公民館

ローゼ児」を守る会事務局松本公惨入場料無料

0473(88)3816し問い合わせ観世流市川壷(82）

4336､宝生流小夫力盃(82)3653陰日時5月19日(日)午後2時受

｜付開始、2時30分開演
優場所市民会館（入場無料）伝曰時5月3日(祝)から5日

し内容手賀沼浄化のだめの『句（祝)、12日(日)、19日(日)、26日修日時5月11日(土)から12日

集手賀沼』発表、記念講演会（日）のいずれも午前10時から（日）午前10時から午後4時まで
とうた

け講師金子兜太（現代俳句協惨場所金子卓球場（市役所近く）し場所市民プラザ（入場無料）

会会長）、坂巻純子（俳人協会理少費用1500円（昼食付き）伝問い合わせ折居容(88)7802

'申し込み・問い合わせ電話で事）

シ問い合わせあびこの文化を守金子盆(82)3394へ

る会兵藤電(82)7211 伝日時5月26日(日)午前10時か

ら午後4時（入場無料）

修日時5月19日(日)午前9時かし内容地震についての講演、液

霞シ日時・場所5月11日(土)午後ら午後3時(雨天時は内容を変更）状化現象の実験、施設の公開ほか

2時から4時、市民会館少場所下総航空墓地（沼南町）世問い合わせ（財)電力中央研究

し講師赤木かん子シ内容航空機の展示、体験搭乗、所管理課盆(82)1181

シ参加費無料（保育室200円）落下傘降下ほか（入場無料）※当日は我孫子駅南□から送迎（

Ｑ
●
●
知
・
ｐ
ｃ
０
ｑ
０
●

●
０
ゆ
。
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
ｅ
●

●
●
●
①
●
●

の
●
。
■
■

。
。
●
０
。
●

●
●
●
●
●

●
Ｐ
ｂ
●
●
、

伝問い合わせ文庫連絡会宮川念し問い合わせ下総教育航空群広ス（午前10時から）を運行します。

(82)2951報室垂(91)2321内線356 車でのご来場はご遠慮ください。

サイエンス・キャンプ
五感でウオツチング

我 孫 子 市吟詠連盟
第18回吟詠大会 ﾘﾄﾙ'カラテ･ｸﾗﾌ゙会員

臨時指導員

久遠苑介護教室生

ﾁー ﾑｶﾂ卓嚇会

楽しく遊ぼう(篭灘）
あびこ俳句同好会
夏期吟行句会

臨時用務員
求人者説明会

ヴイヴァ・マンドリーノ
第2回定期演奏会

あびこ子ども劇場公演
｢ルドルフとイッパイアッテナ」

第17回家庭婦人
バドミントン大会 Enjoy手賀沼／

来て見てさわって水･烏･草
干葉県薑察官

日曜当番医｡個間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽ冠(85)1313
茶道連盟月釜

寶臺癌戻菫選考会
ろ③

4①

Se

6⑤

7火

8水

9木

10金

11土

1Z⑧

Ⅱろ月

14火

15水

1⑰木

奇休日当番医＝テレホンサービス

可休日裁急歯科謝蘭日=休日散急歯科診囑新(市民会館内)9:Ⅱ~11:30
毎市民図書館・つつじ荘・西部福祉センター休館

"休日当番医＝テレホンサービス
毎休B救急歯科診藤日=休日散急歯科診擬所(市民会館内)9伽~11:30
画市民固塗館・つつじ荘・西部福祉センター休館

"休日劇隠歯科診康日=休日救急歯科診鐵所(市民爺§内)9:00~11:30
､市民図書館・つつじ荘・西部福祉センター休館

毎休日当番屋＝テレホンサービス

‘奪・休日劇億歯科謝蕊日=休日救急歯科診療所(市民会館内)9:船~1130
壷市民会館・市民図警館・つつじ荘･西部福祉センター休館

可法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約制）

"鳥の博物館休館

腫動健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

画鳥の博物館休館

”烏の博物館休館

毎不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
こずアルコール家族教室＝保健センター13:30～15:00
‘動健康相談＝つつじ荘10:00～11:30
〃鳥の博物館休館

雷市役所閉庁(－部の施設は除く）

琴日曜当番医＝テレホンサービス

毎休日裁急歯科診騒日=休日救急歯科診獅所(市民会館内)9:側~11:30

”交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00

画心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
画市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
ずつつじ荘・西部福祉センター休館

‘麺･法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約制）
壷つつじ荘休館

"西部福祉センター休館

函法律相談＝市民相談室9:30～15:30(電話で予約制）
〃市民ブラザ休館

第4回みちｻｰｸﾉ比宝・手
芸展とチャリティーバザー

第25回駕篭雲習懇

我 孫 子 市 謡 E
第13回謡

連合会
H大会

｢句集手賀沼｣発表講演会

将棋大会
第16回連盟華道展

電力中央研究所一般公開

趾自衛隊下総航空墓地祭
若いお母さんのための連続講座
子育 てをあそぼう


